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韓国 道徳科の教育目標

自分と、私たち・他の人、社会・国家・地球共同体、
自然・超越的な存在との関係に関する正しい理解をもと
に、人間の生に必要な道徳的規範と礼節を学ぶとともに、
生の多様な領域で発生する道徳の問題に対する感性を育
成し、道徳的思考力と判断力、道徳的情緒、実践意思お
よび能力を通じて道徳的徳性を涵養し、これをもとに自
律的で統合的な人格を形成する。

教育科学技術部『道徳科教育』p.5（筆者訳）
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道徳科 目標の特徴

１．自分との四つの価値関係性に対する理解

①「自分」 ②「私たち・他の人」 ③「社会・国

家・地球共同体」 ④「自然・超越的な存在」

２．道徳的規範や礼節の学び→「知識」の学習
３．「道徳の問題」に対峙

４．認知的側面、情意的側面、行動的側面から学習
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道徳科の内容体系（初等学校）

内容
領域

重要価値・徳目 3・4学年 5-6学年
全体志向 領域別

道徳的主体と
しての私

尊重
責任
正義
配慮

自律
誠実
節制

ア 大切な私
イ 自分の事を
自分で行う生

ア 誠実な生活
イ 反省する生

ア 感情の調節
と表現
イ 自分の行動
に対する責任感

ア 自負心と自己
啓発
イ 節制する生活

私たち・他の
人との関係

孝行
礼節
協同

ア 和睦した家
庭
イ 友人間の友
情と礼節
ウ 感謝する生
活

ア 隣人間の道
理と礼節
イ インター
ネットマナー
ウ 助け合いの
生活

ア 情報社会で
の正しい生活
イ 年長者を敬
う心と礼節

ア 配慮し奉仕す
る生
イ 対話と葛藤
（争い）の解決

社会・国家・
地球共同体と
の関係

遵法・公益
愛国心
統一意志
人類愛

ア 公共の場で
の秩序と規則
イ 国に対する
愛と矜持

ア 統一の必要
性と統一努力
イ 多文化社会
での正しい生*

ア 人権尊重と
保護
イ 法と規則の
順守
ウ 共同体意識
と市民の役割

ア 公正な行動
イ 我々が追求す
る統一の姿
ウ 地球村時代の
人類愛

自然・超越的
存在との関係

自然愛
生命尊重
平和

ア 生命の重要
性*

ア 自然愛と環
境保護*

ア 真の美 ア 愛と慈悲
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道徳科の内容体系（中学校）

内容
領域

重要価値・徳目
中学校1～3学年

全体志向 領域別

道徳的主体と
しての私

尊重
責任
正義
配慮

自律
誠実
節制

ア 道徳の意味
イ 生の目的と道徳
ウ 道徳的省察
エ 道徳的実践

ア 人間存在の特性
イ 自律と道徳
ウ 道徳的自我像
エ 勉強と進路
オ 道徳的探究

我々・他人と
の関係

孝行
礼節
協同

ア 家庭生活と道徳
イ 友人関係と道徳
ウ サイバー倫理と礼節
エ 隣人に対する配慮と相互協同

ア 他人尊重の態度
イ 平和的解決と暴力予防
ウ 青少年文化と倫理

社会・国家・
地球共同体と
の関係

遵法・公益
愛国心
統一意志
人類愛

ア 人間尊厳性と人権
イ 文化の多様性と道徳*
ウ 分断背景と統一の必要性
エ 正しい統一の姿

ア 社会正義と道徳
イ 個人の道徳的生と国家の関係
ウ 国家構成員としての正しい姿勢
エ グローバル化時代の我々の課題*

自然・超越的
存在との関係

自然愛
生命尊重
平和

ア 環境に親しんだ生*
イ 生の大切さと徳目
ウ 科学技術と道徳
エ 文化と道徳

ア 心の平和と道徳的生
イ 理想的な人間と社会 4



教育課程における「内容項目」
－「対話と争いの解決」（５～6年）－

（１）私たち・他の人との関係

（（ア）～（ウ）略）

（エ）対話と葛藤（争い）の解決
日常生活で発生する様々な葛藤の原因と対話の重要性を認識し、

様々な争いに対して対話を通じて平和的に解決できる道徳的な力量
と態度を育成する。日常生活の様々な争いの問題について、平和的
に対話によって解決した場合とそうでない場合の長所・短所を分析
するとともに、平和的な解決方法を具体的に提示する。
①争いの種類と解決することの意味、重要性
②対話を通した平和的な争いの解決方法と過程および手順
③暴力のない学校、学級規則を作る

教育科学技術部『道徳科教育課程』Ｐ．16（筆者訳） 5



「内容項目」における表記の特徴
１．到達基準（achievement standards）で表記
・「争いの原因と対話の重要性を理解する」「長所・短所を分析」

→認知的側面での到達基準
・「平和的な解決法を具体的に提示する」

→行動的側面での到達基準
２．目標、内容、学習活動（指導）の一致

追求する理解、心情、行動・態度を具体的な行動形態で明示

「○○を理解し、○○することができるようにする」

３．曖昧な表現が少ない

「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心をもち、広い

い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること」（旧日本、5，6年）
４．認知的側面、情意的側面、行動的側面から 6



韓国 道徳科の指導方法
～教科書の「葛藤（争い）を対話で解決する生」の単元～

中単元① 「争いとその解決、正しく知る」

争いに関する認知的な学習

なぜ争うのか、争いにはどのような種類があるのか考えさせる

中単元② 「争いを対話で解決しよう」

争いに関する情意的学習、探究活動

けんかの場面の絵を見せ、その原因と解決法を考えさせる

中単元③ 「共に争いを解決しよう」

解決の方法を探る探究活動、実践意欲の喚起

解決法を探らせる

教育科学技術部『道徳５』2012 より
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認知的、情意的、行動的な各側面より総合的指導

大単元

争いを対話で解決する生

中単元

（知的側面の学習）

中単元

（情意的側面の学習）

中単元

（行動的側面の学習）

中単元

（認知的側面の学習）

小単元

（認知的側面の学習）

小単元

（情意的側面の学習）

小単元

（行動的側面の学習）
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教師の裁量で多様な指導法の導入

説話

ディスカッション

モラルジレンマ学習

ロールプレイング

ICT活動
ボランティア活動

スキル学習

マニュアル学習
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道徳科における評価方法

○２つの評価観

「判定・分類としての評価観」

「成長・改善としての評価観」 より重視

○学習で得られた現在の道徳性の発達程度を測定

○教師の学習指導の目標、内容、方法、過程、資料等
を改善する過程と活動に連動する評価
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評価の基本的方向性

１．目標志向的な評価

２．妥当性の確保

認知的・情意的・行動的側面からの総合的評価

３．客観性と信頼性の確保 多様な評価方法の選択

道徳的な知識・理解

→穴埋め、選択肢テスト
道徳的心情・行動

→自己評価、相互評価、パフォーマ
ンス評価など

４．評価の結果は授業の目標、内容、方法の改善へ
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道徳科の評価手順

１．評価する徳目を設定する

正直、礼節、思いやり・・・

２．成就基準（評価規準）を設定する

目標に対応して「内容＋行動」で評価規準を設定

３．到達度測定のための評価基準（判断基準）の設定

例） 評価規準 「節約する生活を実践する」

評価基準→「公共のものを大事に使える」
→「自分のものを大事に使える」
→「ものを大事に扱えない」
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評価の場面と機会の設定

１．多様な場面での評価

授業の時間、学校内での生活、学校行事、作業活

動、学校外の家庭、地域社会での生活場面

２．多様な機会での評価

特定時間の評価、随時の評価、継続的評価
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パフォーマンス評価の事例

①争いの二つの側面について理解し、②民主
的な対話を通じて争いを平和的に解決しよう
としているかどうか。

教育科学技術部『初等学校 道徳5 教師用指導書』2012、179頁
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例）パフォーマンス評価の内容および基準

点数 ①葛藤の二側面について理解し、
説明できる

点
数
②葛藤を平和的に解決しよう
とする意思を持てる

５ 建設的な葛藤と破壊的葛藤の例を
あげて説明することができる。

5 葛藤を民主的な対話を通じて
平和的に解決しようとする意
思を持っている。

３ 建設的な葛藤と破壊的な葛藤の例
をあげることができるが説明はで
きない。

3 対話を通じて葛藤を解決しよ
うとするが、意思は弱い。

１ 建設的な葛藤と破壊的な葛藤の例
をあげることができない。

1 対話によって葛藤を解決しよ
うとする意思がない。

評点 ８～10大変よい ５～７普通 ４～２努力を要する

２．評価内容および基準

教育科学技術部『初等学校 道徳5 教師用指導書』2012、179頁 15



評価方法と評価ツールの設定

１．認知的側面の評価

主に筆記式（主観的、客観的）

２．情意的側面の評価

主に自己評価、面接法

３．行動的側面の評価

主に観察法

対象と内容に応じて柔軟に評価
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自己評価ツール
区分 評価基準 点数 反省する点

葛藤の二つの側面
について理解し、
説明すること

１――２――３――４――５

民主的な対話を通
じて平和的に葛藤
を解決しようとす
る意思が持てる

１――２――３――４――５

採点基準

A大変よい
…葛藤の二つの側面について例をあげながら説明し、民主的な対話
を通じて葛藤を平和的に解決しようとする意思を持っている。
Ｂよい

…葛藤の二つの側面の例をあげることはできるが、説明はできない。
民主的な対話を通じて平和的に葛藤を解決しようとする意思は弱い。

C努力を要する
…葛藤の二つの側面を説明することができず、民主的な対話を通じ
て平和的に葛藤を解決しようとする意思がない。

教育科学技術部『初等学校 道徳5 教師用指導書』2012、179頁
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自己評価の例
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評価基準案の例
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まとめ

○目標、内容、活動（指導）、評価の一致

○認知的、情意的、行動的側面からの指導と
評価

評価規準を「内容＋行動」で設定

認知的側面⇒主に筆記式

情意的側面⇒主に自己評価、相互評価 etc…
行動的側面⇒パフォーマンス評価 etc…
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